
万葉
令和4年度山陰万葉を訪ねる会主催事業

12月4日（日）

会場

「門部王の歌と
 その時代」

演題

講師
京都大学名誉教授

内田 賢徳氏
「万葉集と風土記からみた
          古代出雲の大きさ」

演題

講師
山陰万葉を歩く会会長

川島 芙美子
松江歴史館「特別展」

古代出雲の中心地・松江
－田和山・神後田から国府・国分寺へ－
展示見学（ガイド付）

主催：山陰万葉を歩く会　共催：松江歴史館

◆参加費：￥500（展示見学代）　◆定員：50名（先着順）
◆参加希望の方は、FAX、Eメールにて事務局「益田市観光交流課」までお申し込みください。
※Eメールの方は、件名に「講座受講希望日」をお書きの上、氏名、住所、電話番号、Eメールアドレスをご記
入の上お申し込みください

◆申し込み先 益田市観光交流課 〒698-0024 益田市駅前町17-1　EAGA 3F
FAX.0856-23-4655 E-mail:kouryu@city.masuda.lg.jp
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松江歴史館
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「古事記」、「日本書紀」の神話の舞台として登場する出雲。全国
で唯一完本として伝わる「出雲国風土記（733成立）」も残され
ています。門部王は、その頃に出雲国司として赴任しています。
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柿本人麿没後1300年祭プレ事業

松江市殿町279　TEL.0852-32-1607

かど    べ の おおきみ

お問合せ先
TEL.0856-31-0331

13：00～16：00 （受付12：30～）

講座申し込み票
ご希望会場に□を入れてください 松江歴史館（12月4日） 斉藤茂吉鴨山記念館（1月9日）

名　前 住　所 電話番号 Eメールアドレス



万葉
1月9日（月・祝） 

会場

「鴨山私考」演題

講師
島根文芸協会会員

渡邊 捷弘氏

「万葉から続く歌の世界のおもしろさ」
足利尊氏、三善康信、細川幽斎、松尾芭蕉

演題

講師
山陰万葉を歩く会会長

川島 芙美子
現地を見学「鴨山記念館及び歌碑巡り」（ガイド付）

主催：山陰万葉を歩く会　共催：美郷町教育委員会

◆参加費無料　◆定員：30名（先着順）
◆参加希望の方は、FAX、Eメールにて事務局「益田市観光交流課」までお申し込みください。
※Eメールの方は、件名に「講座受講希望日」をお書きの上、氏名、住所、電話番号、Eメールアドレスをご記
入の上お申し込みください。

◆申し込み先 益田市観光交流課 〒698-0024 益田市駅前町17-1　EAGA 3F
FAX.0856-23-4655 E-mail:kouryu@city.masuda.lg.jp
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鴨山記念館
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令和4年度 図書館歴史講座【安来探訪】  第4回 講演会 12月3日（土）　13：30～15：30

「あなたの知らない戦国情報戦 ～尼子晴久、吉川広家の時代を中心に～」
山陰万葉を歩く会会長・風土記を訪ねる会代表　川島芙美子

会場：和鋼博物館 映像ホール（やすぎ図書館となり）　定員：80名（事前申し込み制先着順）
お申し込み先：やすぎ図書館　TEL.0854-22-2574　FAX.0854-22-2598

国を二分する争い「壬申の乱（672）」の後、天武天皇を中心とし
た律令制による国家建設が始まります。広大な藤原京の造営、
二十年後の奈良遷都、そんな激動の時代に柿本人麻呂は石見
の国司として赴任しています。万葉集で最高の歌とされる石見
相聞歌。石見には相聞歌に詠まれた情景が残り、至る所にあるゆ
かりの地では今も「人丸さん・人麻呂さん」と親しまれています。
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邑智郡美郷町湯抱　TEL.0855-75-1070

令和4年度山陰万葉を訪ねる会主催事業柿本人麿没後1300年祭プレ事業

お問合せ先
TEL.0856-31-0331

13：00～15：30（受付12：30～）
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